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8糎太陽雑音受信装置高周波部の改良

1. ~まえがき

8極大腸雑音受信装置は前号において報告した通り

低周波宮容の改良を行った結果，その後も引続き勝、満

足すべき抄島にあった.併しながら昨年以来太陽の異

常現象が極めて少くなって来たので，太陽雑音強度の

細かい変化を見ょうと去ろ要求が生じ，その為には

S/N比の点で不足を感じていた.そこでかなり前から

S/N比の向上を目指して研究を行って来たのである

が， 1952年8月15日に短波部及び中間周波部の更新

を仔った.

既述の通り(2)S/N比から見たラジオメーターの良さ

は F/へlB1によって測られ，この値が小さい穆 S/N
比がよい.ここに F，'1受信機の綜合雑音常数，B. ''1 
iグ終段迄の帯域備を表わす.

従って今回の改良を一言にして云えば Fを出来る

だけ小に，B.を出来るだけ大にしたと云うに過ぎな
L、.

JI. i・f中心周波数及び専務壇緬

F/-./II.を最小にする i-f中心周波数及び待核偲を

C = 5"00 P.F: 
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神藤英彦 高柳利男

決定することは鉱石変換訴の設計にも関係し仮定が多

くて面倒である・併しFだけに着目すれば比側憐な

仮定で最適i-f中心周波数をι計算することが出来，伊j

えば鉱石lN23B，6AK5のカスコー ド接続を用L寸L

ば第1図の如く 60-100MC附近が最適である.(1) 

一方極波側で局部発振周波数の両61JI波楕を受信する

第1図

-ιt 
10 t"1ロ2f千.吋tリJ 
a 

16Mg 
h掬loJe

2 

'-0---2亘 10 刊 ω 品川 2帥 fINC)

第2図 (a)

刷

T
Z
d↓

ahf 
マパw
a目
白

工
T
4府

p
h
H
 士

T
tw

z
m
 

T
W
 

6JV 



63 

第2図 (b)
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ことは Fを小さ〈する上からは絶対に必要なことで

あるから， ;-f周波数ヵ:低い程伝送帯域''1少〈て済み

設計が楽である.以上の2点からi.f中心周波数を60

MCに選び，滞緩隠i'1鉱石変換訴の出力容量を20PF

T..l下に抑えることにして 10MCとした.

111. i・/f.省幅器

全国絡を第2図に示す・その構成は，入力回路→カ

スコード回路→2!ieスタガE →カツードフォロワー→

同戦ケ』フツレ→感度切換→3段スタガー→3段スタ

ガー→2極管検波で，カソ ードフォロワ』迄は前置

部として阻波部と共にパラボラ反射摂背後の箱の中に

政容される.感度切換は太陽新:音の異常・穏射により記

録計が振切れる時に，警報により手動で掃入ずる 10

db減衰綜3段からなっている.正デ主増幡宮号の管場{主

融通性を持たせて15MC位にとってあるが，綜合特

性lま第3図の如きものである. 叉最大利得''1約130

μバ
50 
(1 26Jb) 

第3図
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dbであるが常時主瑚幅捺初段の陰極抵抗を増して105

dbで用いている.

IV.糎波平衡変換器素子
平衡変換部はラジオメ【ターの中で最も重要な部分

で，所要周波数帯に亙って十分に平衡が保たれていな

いとアyテナ側イ y~ーダyスの後小な変化に対して

も出力雑音が変って誤差を生ずる原因となる.平衡変

換探索子に対する具体的要求事項としては，

a) 3750土60MCでV.S.W.R.1.2以内.

b)出力容量が20PF以内.

c) 2つの素子が勝、同ーの機械的設計で組立てられ

ること.

d)小形で而も堅牢であること ・

交換昔*;伝子に関しては前号(2)に試作が紹介されている

が何れも十分満足すべきものとは去えなかった.その

後更に検討を加えた結果第4図(a川こ示す犠な構造の

ものが設計され上述の要求を満している ・その周波数

特性1'1第4図(b)に示す織なもので，前号における主要

求をいくらか和げている.併し結果としては前装置よ

り平衡度が多少よしアyテナ側のイ yピーダソスが

V.S.W.R.にして1.1以下ならば誤差が会〈認められ

ない.

V.導波管・同軸ケーブルの整合
前装置では金網導波管を通じて鉱石検波宮拘:;-f 

前置増幅穏を変調器に基〈機棚瀬動から保護して来
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第 4図 (a)

L4一一第4図 (b)_13ーニーと子一

第5図 (b)

第5図(a)
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j…一一一歪を生じない様にする為に取附けが極めて面倒であっ

た・今回はこの難点を除〈為に同軸ケーフツレの可援性

を用いることにした.使用したケープノレは住友電工製

75オーム F型ボリエチレシ向車両ケープ勺レでーあるが，

損失が約0.7db/m務度あるので出来るだけ短〈し，

JI.変形による損失変動をさけた.

耳事波管・同軸ケーフ・ルの結合部の設計及び周波数特

性を第5図に示す.

VI.平衡変換器部の構成
第6図に示す如く鉱石変換器の出力容量を極力減ら

第 6図
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j-為に vf野史投1!ド郊と i-f 入力団F各部とは~;務せし め

た・f釘マジッグ Tから各鉱石迄の距離を ゐ/4~えて

あるの， ~Nj~-!守 lこ対して平衡をよ〈とる為である.

VII.新!日装置特性の比較
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VIII.太陽雑音の細かいフラツキ

託銀/)7'7ッキが減った為細かL、反動がわかる様に
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第 7図

なった・一例として煽昂幅射のとき現れる大湯維留の を以てー)ぶ打切っとL、る・

(昭和28年 1月31Ii ) 

獄

制!JかL、フラ内キを第7図に示す.

X.あ とがき 文

8極大l況判長、i支{ミ災前とし((ま更に アウトパース ( 1 )日 j~;;'; : 1/月平口26年 11月TI1jfa三学会東京支部述i千
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